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北病棟チームカンファレンス記録

平成２１年　４月　２１日（火）

司会　本川　沙織　　　記録　水上　由佳子
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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・平成21年4月1日付けで就業規則・給与規程の一部に改定がありましたのでお知ら
せいたします。改定された箇所はWIZ⇒ファイル共有⇒法人内規程の各施設の就業規
則、給与規程でご確認下さい。
・新規ネームカード発注希望を受付致します。

期限は4/28までです。希望者は、リストに入力お願いします。

　発行区分には、入職・職種変更・磁気喪失・割れ等を入力してください。
　ファイルは庶務室→庶務チーム書式集→H21.4カードリピート注文書にあります。

・５/１２(火)に実地指導があります。４/２３(木)のカンファレンス内で病棟内の環境

　整備の担当者から説明があります。

・能力開発カードを未提出のスタッフは市島SGMへ提出をお願いします。面談は随時声

　を掛けていきます。

・昇級試験が下記の通り行われます。

中級試験　：5月21日（木）、22日（金）、26日（火）　3日間　　
　上級試験　：5月20日（水）、25日（月）　2日間
　場　　所　：メンタルケア3階　会議室
　時　　間　：17：30～19：00
取得分野が分からないスタッフは市島SGMへ確認をして下さい。
＜患者様連絡事項＞

・滝澤　久江様～尿取りパットを使用されていますが、使用後の尿取りパットを床頭台の下に置いていることがありました。使用後の尿取りパットは、新聞紙に包んで頂き捨ててもらうようその都度声掛けとスタッフが一緒に確認をしていきましょう。朝ゴミ回収時、一緒にゴミ袋へ入れるよう介入していきましょう。

・飯豊　信雄様～昨日、準夜帯にて本人より「ロッカーの鍵をなくした」と話があり、スタッフ一緒に自室内を探しますが見つからず、現在スペアキー(4161)を持っています。本日、鍵を無くした事について確認するとスペアキーを自分の鍵だと思われており、再度スペアキーである事説明しています。本人様へ、スタッフと一緒に鍵を探す事伝えると、

了解されています。見つからない場合、弁償していただく事となります。鍵が見つかりましたら、申し送りお願いします。

＜田名部Drケースカンファレンス＞

・菊地　明子様～診察時に最近の状態として本人は、「今１つですけど何か不安で苛々したのとモヤッとしたのと」と話されています。夜間の睡眠は、以前より中途覚醒する事が少なくなっている様子見られています。夜間の睡眠状況の観察と本人より不安感聞かれた際は話を傾聴し、日課・プログラム取り組み状況を確認していきましょう。

・倉橋　生子様～身体的な疲労感の様子あり眼の具合が「ボヤーッとする」と訴え聞かれています。買い物外出をしているが、外の視界のほうが良好であると話されています。適宜、疲労感・訴えを傾聴し、話がまとまらないときは、介入し休む様促していきましょう。

　　　　　　　　主治医の皮膚科診察にて、両足の白癬と急性湿疹が改善傾向である為軟膏処置中止となっています。適宜、皮膚状態観察し、悪化みられた際は、診察して頂きましょう。

・飯豊　信雄様～最近の病棟内での様子としては落ち着いている様子見られています。診察時、主治医よりロッカーの鍵が紛失した事について聞かれると「見つかりました」と話されています。

　　　　　　　　買い物外出は続けて行われていますが、金額と内容ともに範囲内で行っていくよう指示でています。

　　　　　　　　主治医の皮膚科診察にて、臀部の急性湿疹が改善傾向である為軟膏処置中止となっています。

・八木橋　牧雄様～診察時、主治医より単独での生活の意志について尋ねられると否定しない様子見られています。飲酒欲求については今も特にない状況あり、「酒は一番、高い代償だと思う」と話されています。
＜検討事項＞

・意見箱にテレビに光が反射して眩しい為カーテンをつけてほしいという意見があり、

　昨日のカンファレンス内で検討し、４/２８(火)準夜帯のナイトプログラムにて患者

　様から意見をだしてもらって下さい。準夜スタッフは宜しくお願いします。

・リハビリテーションプログラム、作業へ患者様を誘導する前に貴重品と危険物の確認

　をしていく事検討しています。他病棟の患者様と物のやり取りをする事がある為、誘

　導についたスタッフは確認を行っていく事としています。ナイトプログラムでも患者

　様へ説明を行っていきましょう。

・夜間の服薬二重チェック時に、ケアワーカーも分かりやすく定期薬と臨時薬を確実に

確認できるように、今後服薬担当スタッフで早急に検討していきます。

















































